








本年度では新生児期の尿中の酵素 NAG(N-acetyl-β-D-glucosaminidase)、尿中のβ

2-microglobulin(β2-MG)そしてα1-microglobufin(α1-MG)、の各測定値に対する周産期

の諸条件の影響を統計的に検討した。そして有意差のあるものについてはそれぞれの条件

下での正常値を報告した。尿中 NAG は性、在胎週数、生下時体重そして尿路感染症に左右

された。尿中β2MGは性、在胎週数そして生下時体重に左右された。尿中α-1MGは在胎週

数のみが影響した。それぞれの正常範囲は尿中 NAG(在胎週数 36 週以上で体重 2500g 以上

そして尿路感染症のない場合)は男で NAG index で 8.5～73.6(U/gcr〕であった。女は NAG 

index は 10.4～68.1(U/gcr)であった。尿中β2-MGは在胎週数 36 週以上で 2500g 以上の新

生児で男は index で 0.5～50.2(mg/gcr)、女は index で 1.0～53.1(mg/gcr)、α1MG の正常

値は在胎週数 36 週以上では index で 9.7～98.1(mg/gcr)在胎週数 36 週未満では index で

35.3～123.6(mg/gcr)であった。 


